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党
千
葉
県
本
部
は
10
月

27
日
、習
志
野
市
内
で「
第

24
回
定
期
大
会
」
を
開
い

た
。
大
会
議
長
団
に
は
、

大
矢
洋
さ
ん
（
千
葉
）
と

常
泉
智
春
さ
ん(

佐
倉)

が
務
め
た
。

　

冒
頭
、
石
井
俊
雄
委
員

長
は
、 

「
富
の
蓄
積
と
貧

困
の
格
差
が
地
球
規
模
で

よ
り
深
ま
っ
て
い
る
。
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と

の
関
係
が
改
善
し
つ
つ

あ
る
。
全
世
界

か
ら
核
兵
器
を

な
く
す
べ
き
だ
。

国
内
で
は
、
沖

縄
県
知
事
選
挙

や
那
覇
市
長
選

挙
で
、
辺
野
古

新
基
地
反
対
の

民
意
が
如
実
に

示
さ
れ
た
。
安

倍
総
理
は
、
今

国
会
で
改
憲
案

を
提
出
す
る
と
い
っ
て

い
る
が
、
共
同
通
信
の

世
論
調
査
で
は
賛
成
が

36
％
、
反
対
が
48
％
だ
。

３
０
０
０
万
署
名
で
改
憲

を
阻
止
し
よ
う
。
そ
し

て
、
な
に
よ
り
も
、
機
関

紙
と
党
勢
の
拡
大
が
急
務

だ
。
来
年
の
統
一
自
治
体

選
挙
で
は
地
方
議
員
を
増

や
し
、
来
る
国
政
選
挙
で

は
野
党
統
一
候
補
の
実
現

で
安
倍
政
権
を
打
倒
し
よ

う
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

来
賓
は
、
中
央
本
部
・

長
南
博
邦
書
記
長
、
憲
法

を
活
か
す
会
世
話
人
・
廣

瀬
理
夫
弁
護
士
、
朝
鮮
総

連
千
葉
県
本
部
・
呉
泳
哲

委
員
長
、
全
労
協
・
金
澤

寿
前
議
長
、
国
労
千
葉
地

本
・
加
藤
晃
一
書
記
長
、

市
民
の
千
葉
を
つ
く
る

会
・
舘
正
彦
理
事
長
の
皆

さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
連

帯
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

い
た
。

　

討
論
で
は
、

▼
若
い
人
材
を
育
て
る
努

力
や
理
論
学
習
と
実
践
の

重
要
性
、
市
議
会
議
員
を

つ
く
る
課
題
、
改
憲
を
許

さ
な
い
た
め
に
も
大
衆
運

動
の
強
化
を
▼
「
中
期
方

針
」
に
反
対
の
意
見
▼
松

戸
市
議
選
予
定
候
補
の
増

田
か
お
る
さ
ん
の
選
挙
を

中
心
的
に
担
っ
て
い
る
報

告
と
応
援
要
請
▼
機
関
紙

「
新
社
会
佐
倉
版
」
の
発

行
や
平
和
の
つ
ど
い
の
取

り
組
み
の
な
か
で
、
機
関

紙
読
者
を
増
や
し
た
▼
市

議
会
議
員
の
後
継
者
を
出

せ
な
か
っ
た
こ
と
の
反
省

や
今
後
の
方
針
▼
周
り
の

仲
間
と
と
も
に
「
憲
法
を

活
か
す
会
」
を
つ
く
り
、

機
関
紙
読
者
を
増
や
し
た

▼
職
場
で
は
、
ス
ト
や
労

働
組
合
活
動
の
経
験
の
な

い
若
い
仲
間
に
対
し
て
、

円
も
貯
め
こ
ま
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
非
正
規
労

働
者
は
２
１
０
０
万
人
を

超
え
、
な
か
で
も
年
収

２
０
０
万
円
以
下
の
労
働

者
が
１
１
０
０
万
人
を
超

え
、「
人
間
ら
し
い
生
活
」

と
は
程
遠
い
暮
ら
し
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
先
の
国

会
で
は
「
世
界
で
一
番
企

業
が
活
躍
で
き
る
国
」
を

目
指
し
て「
働
き
方
改
革
」

な
る
労
働
法
の
改
悪
が
行

わ
れ
、
さ
ら
な
る
低
賃
金

と
労
働
強
化
が
進
め
ら
れ

身
近
な
具
体
的
な
問
題
を

問
い
か
け
語
る
こ
と
で
不

合
理
や
理
不
尽
に
気
付
い

て
も
ら
う
努
力
▼
「
い
じ

め
」
問
題
を
取
り
組
み
、

マ
ス
コ
ミ
や
住
民
に
働
き

か
け
な
が
ら
、
一
定
の
到

達
点
に
至
っ
た
▼
機
関
紙

拡
大
や
配
布
の
苦
労
、
な

ど
に
つ
い
て
10
人
か
ら
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
討
論
を
踏
ま

え
、「
目
前
に
迫
る
安
倍

改
憲
の
策
動
に
対
し
、
沖

縄
の
闘
い
に
ま
な
び
、
組

織
・
機
関
紙
の
拡
大
を
進

め
な
が
ら
、
３
０
０
０
万

署
名
を
成
功
さ
せ
、
統
一

自
治
体
選
挙
で
議
員
を
増

や
し
、
来
る
参
議
院
選
挙

で
野
党
統
一
を
追
求
し
安

倍
政
権
を
打
倒
し
よ
う

（
要
旨
）」
と
書
記
長
が
意

見
集
約
し
た
。

　

役
員
は
、石
井
委
員
長
、

鳰
川
書
記
長
は
じ
め
副
委

員
長
な
ど
を
再
任
、
各
議

案
は
一
括
承
認
さ
れ
た
。

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
大

会
宣
言
な
ど
を
採
択
し
た

あ
と
、
議
員
団
の
紹
介
と

予
定
候
補
の
決
意
表
明
。

最
後
に
、
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

政
不
服
審
査
法
を
悪
用

し
、
不
服
審
査
請
求
を

行
っ
た
。
茶
番
に
よ
り
民

意
を
踏
み
に
じ
ろ
う
と
す

る
安
倍
政
権
。
沖
縄
の
心
、

日
本
の
良
心
、
ま
さ
に
尊

厳
を
か
け
た
闘
い
は
勝
利

す
る
ま
で
絶
え
る
こ
と
は

な
い
。

　

私
た
ち
は
、
結
党
以
来

平
和
と
人
権
、
環
境
を
守

る
こ
と
を
基
本
に
活
動
し

て
き
た
。
こ
れ
を
更
に
広

め
る
組
織
・
機
関
紙
を
拡

大
し
前
進
す
る
こ
と
を
誓

い
あ
っ
た
。

　

私
た
ち
は
、
戦
後
最
悪

の
右
翼
・
反
動
・
嘘
つ
き

安
倍
政
権
に
よ
る
、
日
本

の
民
主
主
義
と
平
和
を
破

壊
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

「
モ
リ
・
カ
ケ
疑
惑
」
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
ウ
ソ
の

上
に
成
り
立
つ
政
治
を
許

し
て
は
な
ら
な
い
。
い
ま

だ
に
収
束
も
復
興
も
全
く

目
途
が
立
た
な
い
フ
ク
シ

マ
原
発
事
故
か
ら
目
を
そ

ら
さ
せ
ら
れ
て
は
な
ら
な

い
。

　

今
こ
そ
結
党
の
原
点
に

立
ち
返
り
、
安
倍
改
憲
阻

止
の
３
０
０
０
万
署
名
を

成
功
さ
せ
、
来
る
国
政
選

挙
で
は
野
党
と
市
民
の

オ
ー
ル
共
闘
で
自
公
政
権

を
打
倒
し
よ
う
。
統
一
自

治
体
選
挙
に
勝
利
し
草
の

根
か
ら
の
民
主
主
義
を
作

り
上
げ
よ
う
。

２
０
１
８
年
10
月
27
日

新
社
会
党
千
葉
県
本
部

　
　
　

第
24
回
定
期
大
会

　

　

（
略
）
自
民
党
総
裁
選

で
３
選
を
果
た
し
た
安
倍

晋
三
は
、
10
月
２
日
、
第

４
次
安
倍
内
閣
を
成
立
さ

せ
た
。

　

安
倍
首
相
は
、
憲
法
９

条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る

な
ど
、
自
ら
の
執
念
で
あ

る
憲
法
改
「
正
」
を
今
国

会
に
お
い
て
発
議
す
る
と

公
言
し
、
い
よ
い
よ
平
和

憲
法
の
破
壊
に
着
手
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
大
企
業
の
内

部
留
保
金
は
４
４
６
兆

よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
９
月

30
日
、
沖
縄
で
は
辺
野
古

新
基
地
建
設
阻
止
を
貫
い

た
故
翁
長
雄
志
知
事
の
遺

志
を
継
い
だ
玉
城
デ
ニ
ー

氏
が
、自
民
・
公
明
・
維
新
・

希
望
の
各
党
が
推
薦
す
る

前
宜
野
湾
市
長
の
佐
喜
真

淳
氏
に
８
万
票
の
差
を
つ

け
て
、
過
去
最
高
の
得
票

で
知
事
に
当
選
し
た
。
10

月
14
日
に
は
豊
見
城
市
長

選
で
山
川
仁
氏
が
勝
利

し
、
さ
ら
に
21
日
に
は
県

都
で
あ
る
那
覇
市
長
選
挙

で
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
城

間
幹
子
氏
が
、
自
民
・
公

明
な
ど
が
推
薦
し
た
新
人

に
圧
勝
し
再
選
を
果
た
し

た
。

　

何
度
も
示
さ
れ
た
沖
縄

県
の
民
意
を
無
視
し
、
安

倍
政
権
は
故
翁
長
知
事
の

「
辺
野
古
埋
め
立
て
承
認

の
撤
回
」
に
対
抗
し
、
行

　

９
月
22
日

「
平
和
な
島
沖

縄
」
を
命
懸

け
で
護
り
続

け
た
故
翁
長
知
事
の
夫
人

が
、
沖
縄
県
民
の
気
持
ち

に
１
ミ
リ
も
寄
り
添
お
う

と
し
な
い
安
倍
政
権
を
痛

烈
に
批
判
し
沖
縄
の
魂
を

訴
え
た
。
自
公
支
持
者
か

ら
も
造
反
者
が
で
て
玉
城

デ
ニ
ー
候
補
が
圧
勝
▼
10

月
21
日
国
際
反
戦
デ
ー
。

現
在
、
映
画
「
コ
ス
タ
リ

カ
の
奇
跡
」
の
自
主
上

映
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

１
９
４
８
年
常
備
軍
隊
を

廃
止
し
無
料
の
教
育
、
無

料
の
医
療
を
実
現
し
た
コ

ス
タ
リ
カ
。
日
本
国
憲
法

の
歴
史
と
同
じ
く
70
年
間

平
和
国
家
を
守
り
続
け
て

き
た
。
２
０
１
６
年
の
「
地

球
幸
福
度
指
数
」
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
１
４
０
ヵ
国
中

第
１
位
▼
千
葉
県
君
津
市

長
選
挙
。
産
廃
場
の
第
３

期
工
事
が
水
道
水
源
地
に

近
い
の
で
工
事
不
許
可
の

要
望
を
し
た
地
元
か
ら
の

申
請
を
、
県
当
局
は
不
当

に
も
許
可
。
工
事
反
対
を

訴
え
続
け
て
い
た
候
補
が

当
選
し
た
。
保
守
系
の
地

元
住
民
の
多
く
が
県
当
局

の
や
り
方
に
反
旗
を
か
か

げ
た
▼
ウ
ソ
と
欺
瞞
に
満

ち
た
安
倍
政
治
が
崩
れ
始

め
た
。
命
を
危
険
に
晒
す

９
条
改
憲
を
許
さ
な
い
。
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〜
四
季
へ
の
い
ざ
な
い
〜　

秋
麗
や
鏡
ケ
浦
の
帆
前
船　
　

水
明

　

先
日
、
気
が
置
け
ぬ
仲
間
た
ち
と
一
泊
の
小

旅
行
を
楽
し
む
機
会
を
得
た
。
旅
行
先
は
館
山
。

掲
句
は
館
山
城
址
公
園
か
ら
の
景
。
お
城
の
あ

る
頂
上
ま
で
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
。
息
絶
え
絶
え

に
登
る
と
そ
の
眼
下
に
は
青
々
と
広
が
る
館
山

湾
。
館
山
湾
は
波
穏
や
か
な
と
こ
ろ
か
ら
別
名

「
鏡
ケ
浦
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
秋
天
の
も

と
、
そ
の
鏡
ケ
浦
に
大
き
く
真
っ
白
な
帆
を
張

る
船
。
ま
さ
に
一
服
の
絵
を
見
る
様
な
鏡
ケ
浦

の
秋
景
で
あ
っ
た
。

俳句

　

今
年
は
、
多
く
の
台
風

が
同
じ
よ
う
な
コ
ー
ス
で

日
本
列
島
を
直
撃
し
た
。

特
に
12
号
に
よ
る
西
日
本

へ
の
被
害
は
甚
大
な
も
の

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
15

号
も
、
大
雨
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
強
風
、
高
潮
な
ど

を
伴
い
日
本
列
島
を
縦
断

し
て
い
っ
た
。
千
葉
県
で

は
比
較
的
被
害
は
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
東
京
湾

岸
の
地
域
で
「
塩
害
」
に

よ
る
電
線
火
災
が
あ
ち
こ

ち
で
発
生
。
電
車
の
送
電

線
も
や
ら
れ
、
10
月
５
日

に
は
京
成
電
車
が
終
日
運

休
と
な
っ
た
。

　

強
風
で
、
我
が
家
の
テ

ラ
ス
の
ア
ク
リ
ル
板
１
枚

が
剥
が
さ
れ
た
。
ア
ク
リ

ル
板
は
屋
根
の
部
分
と
壁

面
に
も
張
っ
て
あ
り
、
壁

面
の
も
の
は
１
メ
ー
ト
ル

四
方
に
区
切
ら
れ
て
い

て
、
そ
の
う
ち
の
１
枚
が

飛
ば
さ
れ
た
。
幸
い
、
こ

れ
が
飛
ば
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
「
風
抜
け
」
に
な

り
、
屋
根
は
飛
ば
さ
れ
ず

に
済
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
訳
に

は
い
か
な
い
。
頑
丈
な

パ
ッ
キ
ン
ご
と
剥
が
れ
て

い
て
、
ど
う
み
て
も
素
人

の
手
に
お
え
る
よ
う
に
は

思
え
な
い
。
カ
ミ
さ
ん
に

「
業
者
に
来
て
も
ら
う
し

か
ね
え
べ
」
と
言
う
と「
い

く
ら
位
か
か
る
の
」
と
言

う
か
ら
「
来
て
も
ら
え
ば

２
～
３
万
は
と
ら
れ
る

か
」
で
、
カ
ミ
さ
ん
は
一

瞬
固
ま
っ
た
。

　

「
だ
っ
た
ら
私
が
や
る
」

と
言
い
出
し
た
。
「
無
理

だ
か
ら
止
め
と
け
」
と

言
っ
た
が
す
で
に
ド
ラ
イ

バ
ー
や
カ
ッ
タ
ー
を
出
し

て
作
業
体
制
に
入
っ
て
い

た
。
自
分
だ
け
テ
レ
ビ
な

ん
か
見
て
い
た
ら
後
々
何

を
言
わ
れ
る
か
わ
か
ら
な

い
の
で
、
後
ろ
で
手
伝
う

こ
と
に
し
た
。

　

作
業
は
難
航
し
た
。

パ
ッ
キ
ン
が
ど
う
し
て
も

は
ま
ら
な
い
。
手
を
真
っ

黒
に
し
な
が
ら
、
２
時
間

程
か
か
り
、
完
全
と
ま
で

は
言
え
な
い
も
の
の
、
見

た
目
は
何
と
か
元
通
り
に

な
っ
た
。
自
分
と
し
て
は

面
目
丸
つ
ぶ
れ
だ
。
そ
れ

に
し
て
も
、「
ケ
チ
の
パ

ワ
ー
」
と
は
恐
ろ
し
い
も

の
だ
。　
　
　

【
菅
原
】

　

10
月
15
日
、
若
葉
区
市

民
連
合
は
、
千
葉
市
内
で
、

お
よ
そ
70
人
を
集
め
、「
原

子
力
発
電
を
考
え
る
」
と

題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
い
た
。

　

主
催
者
か
ら
は
、「
衆

議
院
選
挙
を
始
め
、
安
倍

改
憲
ノ
ー
３
０
０
０
万
署

名
の
取
り
組
み
等
を
し
て

き
た
が
、
来
年
の
参
議
院

選
挙
に
向
け
て
、
野
党
と

市
民
の
共
闘
が
前
進
す
る

よ
う
に
先
の
衆
議
院
に
提

出
さ
れ
た
原
発
ゼ
ロ
基
本

法
案
を
元
に
各
党
が
一
同

に
会
し
て
そ
の
考
え
方
を

議
論
す
る
た
め
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
い
た
」
と
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
が
説
明

さ
れ
た
。

　　

基
調
講
演
と
し
て
、
元

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所

主
任
研
究
官
・
崎
山
比
早

子
さ
ん
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
っ
て
分
か
り
や

す
く
原
子
力
政
策
の
問
題

点
を
説
明
。
特
に
原
子
力

安
全
神
話
を
小
中
学
生
の

こ
ろ
か
ら
刷
り
込
ん
で
き

た
原
子
力
教
育
を
取
り
上

げ
た
。
更
に
健
康
調
査
の

甲
状
腺
検
査
で
は
、
回
を

追
う
ご
と
に
新
た
に
悪
性

の
発
症
が
み
ら
れ
る
等
指

摘
し
た
。

　

最
後
に
、
●
原
子
力
発

電
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
。

一
度
事
故
を
起
こ
す
と
取

り
返
し
が
つ
か
な
い
●
福

島
原
発
事
故
は
収
束
で
き

る
の
か
ど
う
か
見
通
し
が

暗
い
●
１
０
０
mSv
以
下
で

発
が
ん
リ
ス
ク
増
加
を
証

明
す
る
多
数
の
調
査
結
果

が
あ
る
●
福
島
で
甲
状
腺

が
ん
は
多
発
し
て
お
り
放

射
線
の
影
響
は
否
定
で
き

な
い
、
と
ま
と
め
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
移
り
、
各
党
か

ら
原
発
に
対
す
る
考
え
方

を
提
起
し
た
。

　

立

憲

民

主

党

は

「
２
０
３
０
年
め
ど
に
原

発
廃
止
」、　

日
本
共
産
党

「
原
発
再
稼
働
反
対
、
原

発
ゼ
ロ
の
日
本
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
国
を

目
指
す
」、
田
島
要
議
員

（
無
所
属
）「
原
発
事
故

後
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

次
世
代
産
業
と
し
て
ま
だ

国
民
運
動
に
な
っ
て
い
な

い
」、
市
民
ネ
ッ
ト
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
・
自
立
分
散
形
を

資
料
を
も
と
に
報
告
」、

緑
の
党
「
パ
リ
協
定
を
推

進
し
気
候
変
動
を
や
め
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
推

進
」、
新
社
会
党
鳰
川
書

記
長
「
結
党
以
来
、
核
と

人
類
は
共
存
で
き
な
い
と

綱
領
の
中
で
さ
だ
め
て
原

発
廃
止
の
運
動
を
進
め
て

い
る
」、
自
由
党
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電

し
地
産
地
消
の
分
散
形
に

し
原
発
は
即
刻
廃
止
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

た
。
国
民
民
主
党
と
社
会

民
主
党
か
ら
は
参
加
が
な

か
っ
た
。

  

10
月
20
日
、
県
教
育
会

館
で
「
第
16
回
憲
法
を
活

か
す
会
・
千
葉
県
協
議
会

総
会
」
が
開
か
れ
た
。　

　

今
回
の
総
会
は
、
第
１

部
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ア
ニ
メ
「
対

馬
丸
」
と
、
６
月
に
行
わ

れ
た
沖
縄
平
和
式
典
で
女

子
中
学
生
の
相
良
倫
子
さ

ん
が
朗
読
し
た
詩
「
生
き

る
」
を
上
映
し
、
第
２
部

で
総
会
を
行
っ
た
。

　

上
映
に
先
立
ち
、
主
催

者
を
代
表
し
て
廣
瀬
共
同

代
表
か
ら
、
対
馬
丸
事
件

が
起
き
た
背
景
に
触
れ
、

「
戦
争
か
ら
は
何
も
生
ま

れ
な
い
。
特
に
沖
縄
戦
で

の
悲
惨
な
状
況
を
こ
の
対

馬
丸
事
件
か
ら
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
述
べ
、「
詩

の
朗
読
『
生
き
る
』
を
読

み
上
げ
た
女
子
中
学
生
の

立
派
な
姿
と
詩
の
内
容
を

全
国
民
が
学
ば
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
話
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
第
４
次
安
倍
内

閣
の
問
題
点
に
触
れ
、「
安

倍
首
相
は
憲
法
改
悪
に
向

け
て
来
年
の
参
院
選
と
改

憲
に
向
け
た
国
民
投
票
を

同
時
に
行
う
こ
と
も
含
め

て
目
論
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
沖
縄
知
事
選
の
結
果

や
朝
鮮
半
島
の
平
和
に
向

け
た
動
き
、
こ
れ
ま
で
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
米
朝
首

脳
会
談
の
実
現
な
ど
、
国

際
的
に
も
安
倍
政
権
に
は

逆
風
が
吹
き
始
め
て
い

る
。
今
こ
そ
私
た
ち
の
憲

法
を
活
か
す
会
の
運
動
に

自
信
を
持
っ
て
進
め
よ

う
」
と
結
ん
だ
。

　

第
２
部
の
総
会
で
は
、

始
め
に
上
野
運
営
委
員
長

は
、「
安
倍
首
相
は
来
年

の
参
院
選
は
危
な
い
と
い

う
不
安
を
持
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
そ
の
前
段
に
強
引

に
国
民
投
票
に
持
っ
て
い

こ
う
と
い
う
狙
い
が
あ

る
。
そ
れ
を
阻
止
す
る
た

め
に
は
全
野
党
共
闘
が
大

切
だ
。
こ
の
総
会
を
契
機

に
わ
れ
わ
れ
の
運
動
を
前

進
さ
せ
よ
う
」
と
提
起
し

た
。

　

議
事
に
入
り
、
活
動
報

告
や
活
動
方
針
（
案
）
な

ど
が
提
案
さ
れ
、
討
論
の

結
果
、
①
地
区
活
動
を
基

本
に
組
織
の
強
化
②
運
営

委
員
会
の
充
実
と
活
性
化

③
会
報
の
定
期
発
行
④
年

間
の
柱
と
し
て
「
憲
法
集

会
」
の
内
容
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
、
な
ど
の
方
針

を
決
め
た
。

「囲碁・将棋交流会」に参加を

とき：11 月 17 日（土）10 時～ 15 時

ところ：京成労働会館（京成津田沼）

申込：党千葉県本部

崎山さん挨拶する上野運営委員長


